
（参考様式）

広域的地域活性化計画の事後評価報告シート（１）

都道府県名： 鹿児島県 計画の名称： 九州西南地域における広域的な観光活性化
１）事業の実施状況

計画の整備方針 事業区分 事業実施状況

○

○

ー

ー

○：計画期間中に完成　　△：計画期間終了後に完成見込み　　－：事業を中止

２）目標の達成状況

計画目標 指標名 従前値 目標値 評価値

①宿泊観光客数 524万人（H23年） 550万人（H29年） 619万人（H29年）

②外国人宿泊観光客数 8.5万人（H23年） 13万人（H29年） 58万人（H29年）

③旅行消費額 1,286億円（H22年） 1,402億円（H29年） 1,419億円（H29年）

④拠点施設観光入込客数 243.6万人（H23年） 266.3万人（H29年） 217.9万人（H29年）

⑤薩摩・大隅地域の拠点施設観光入込客数 84.8万人（H23年） 121万人（H29年） 79.5万人（H29年）

事業未実施の理由事業名

事業効果の確認方法

①拠点施設へのアクセス時間の短縮及び
　快適性を高める

基幹事業
道路拡幅事業　５箇所

バイパス整備事業　３箇所

②基幹事業と一体となってその効果を一層
　高める広報活動、調査を展開する

国民文化祭・かごしま2015　ＰＲ事業

道路情報等提供事業

他事業にて対応したため

道の駅等における提供方法についての各県取りま
とめが遅れたため

効果促進事業

その他の定性的な成果

東九州自動車道(北浦IC～須美江IC H25完成、鹿
屋串良IC～曽於弥五郎IC H26完成)、九州横断自
動車道延岡線(蔵田～北方IC H27完成)、西九州自
動車道（山代IC～今福IC H27完成）及び南九州西
回り自動車道（芦北IC～津奈木IC H27完成目標、
高尾野IC～野田IC H28完成目標等）の段階的な開
通、九州新幹線（鹿児島ルート）の全線開業
（H23.3）、外国クル－ズ船における九州への寄
港回数の増加及び多彩な観光列車の運行などを契
機に、既存交通網と連携強化を図ることで、九州
西南部（長崎県、熊本県、宮崎県、鹿児島県）で
の本州やアジアからの観光客増加が期待される。
また、九州西南部地域の交通拠点（新幹線駅、高
速道路IC、空港、港湾等）
と拠点施設（景勝地、歴史資料館、温泉街等）、
拠点施設間のアクセス道路、観光案内及び観光Ｐ
Ｒなどを広域的に連携して整備することにより観
光宿泊者数を増大させ、観光活性化を図る。［九
州西南部４県が、アクセ
ス道路（国道324号、389号等）などのハード整備
や道路情報等提供事業などのソフト整備を相互に
連携協力して行い、観光活性化を図る］
　また，薩摩・大隅半島振興計画地域におけるア
クセス道路の整備促進により，域内連携や観光活
性化等を図る。

・広域的な圏域としての取り組み
　高速道路や空港・港湾などへのアクセス強化による交流活性化支援のための道路整備を推進した。

・半島振興に資する取り組み
　薩摩半島振興計画，大隅半島振興計画に基づく半島アクセス道路，地域間・域内交通の促進及び観光
地へのアクセス道路の整備を推進した。

計画で定めた目標指標



（参考様式）

広域的地域活性化計画の事後評価報告シート（２）

３）目標達成・未達成への事業の効果の影響分析

その他定性的な成果

①宿泊観光客数 ②外国人宿泊観光客数 ③旅行消費額 ④拠点施設の観光入込客数 ⑤薩摩・大隅地域の拠点施設観光入込客数 広域的な圏域としての取り組み

事業効果の発現状況

・道路の拡幅事業等により鹿児
島空港，鹿児島中央駅や鹿児島
港からのアクセスが向上し観光
宿泊客が増加

・道路の拡幅事業等により鹿児
島空港，鹿児島中央駅や鹿児島
港からのアクセスが向上し観光
宿泊客が増加

・道路の拡幅事業等により鹿児
島空港，鹿児島中央駅や鹿児島
港からのアクセスが向上し観光
入込客が増加

・鹿児島空港と妙見温泉等を繋
ぐ道路整備は，計画期間中に完
成に至らなかった

・周辺からのアクセス性が向上
し佐多岬公園への観光入込客数
は増加

・高速道路や空港・港湾などへ
のアクセス強化による交流活性
化支援のための道路整備を推進
した

外部要因の影響

・H22九州新幹線全線開通による
効果やクルーズ船寄港の増加

・H22九州新幹線全線開通による
効果やクルーズ船寄港の増加

・H22九州新幹線全線開通による
効果やクルーズ船寄港の増加

・霧島の新燃岳や口永良部島の
火山活動，また鳥インフルエン
ザ等の影響により関係施設利用
者が減少

・霧島の新燃岳や口永良部島の
火山活動，また鳥インフルエン
ザ等の影響により関係施設周辺
が間接的に影響を受け，教育旅
行関係が減少

目標達成・未達成の要因
（問題点の把握）

・宿泊観光客数について目標を
達成した

・外国人宿泊観光客数について
目標を達成した

・旅行消費額について目標を達
成した

・空港や港と域内交流拠点のア
クセス性は向上したが，目標達
成に至らなかった

・空港や港と域内交流拠点のア
クセス性は向上したが，目標達
成に至らなかった

目標の達成・未達成区分 Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ

全体計画の総合評価

Ｓ：計画推進による効果が確認され、評価値も目標値を上回った
Ａ：計画推進による効果が確認されたが、評価値が目標値には達していない
Ｂ：計画推進による効果が確認できなかったが、評価値が目標値を上回った
Ｃ：計画推進による効果が確認できず、評価値も目標値には達していない

４）事後評価の手続き

実施体制・実施時期

結果の公表方法

－

鹿児島県ホームページにて公表を行うこととする
https://www.pref.kagoshima.jp/ah01/infra/kokyo/hoshin/shakaishihon.html

事業効果の確認方法

　鹿児島県全体としては，H28の熊本地震の影響はあったものの，H22九州新幹線全線開通による効果やクルーズ船寄港の増加等により外国人を含めた県外観光客が増加し，宿泊客数や旅行消費額が伸び
ている。拠点施設や薩摩・大隅地域に限定すると，霧島の新燃岳や口永良部島の火山活動，また鳥インフルエンザ等の影響により関係施設では伸び悩んでいる。その他，教育旅行やスポーツ合宿等の変
動も影響の一つであり，移動手段である大型バスやレンタカー等の利用促進に向け，今後も制度を活用した整備を進めていきたい。



（参考様式）

広域的地域活性化計画の事後評価報告シート（３）

５）今後の活性化方策の検討
　①未達成目標の改善方策

計画で定めた目標指標 目標の達成状況

観光入込客数 Ｃ

　②今後の広域的地域活性化方策

６）フォローアップ

フォローアップが必要な目標指標 フォローアップ時期 フォローアップの公表方法

①観光入込客数 H33年3月 県ホームページにて掲載予定

フラワーパークかごしま，妙見・安楽温泉郷，霧島
神宮温泉郷周辺を核として観光拠点へのアクセス改
善と拠点施設の集客力向上により滞在型も含めた観
光活性化を図る

計　　画　　目　　標

改　　　善　　　方　　　策

南薩地区，霧島地区の観光拠点のアクセスを改善し、域内観光地の周遊性を高め、滞在型
も含めた観光活性化，観光入込客数の増加を図る

　鹿児島県においては，鹿児島空港の空ルート，鹿児島港や志布志港の海ルートを経て，鉄道や高速道路等の幹線道路を利用した「温泉アイランド九州
広域観光周遊ルート」等の観光周遊ルートが形成されており，県内外から多くの観光客が訪れている。また大型クルーズ船の九州への寄港回数が増えた
ことにより，外国人観光客を含めた圏域外利用者が訪れている。
　東九州自動車道等の段階的な開通と併せて既存交通網と連携強化を図ることで，鹿児島・宮崎両県の更なる観光客増加が期待されるなか，温暖な気候
を活かしたスポーツキャンプの誘致による観光推進など，食・自然・文化・歴史など各地域の特徴を活かした滞在型観光にも力を入れているところであ
る。
　日本ジオパークに登録されている「霧島地域」などの雄大な自然景観を有している九州南部地域にて，周辺の温泉や登山，歴史散策といった滞在型観
光の魅力を情報発信する，関係自治体や地元観光協会等と連携した，これら景勝地等へのルート整備を行うことで観光宿泊客数を増大させ，観光活性化
を図る。












